
事業概要

事業実施により実現できた具体的効果・成果

実施地等

実施期間

ライフサイクルアセスメント(LCA)をはじめとす
る、環境に関わる各種持続可能性評価手法の
開発を発展させ、エネルギー、資源、食、水、輸
送、消費生活など様々な分野において生じてい
る問題とその解決について議論し、持続可能な
将来を確固たるものにすべく国際会議を、11月
20日～23日に慶応義塾大学日吉キャンパスで
開催した。

本国際会議を開催したことにより、目的であるラ
イフサイクルアセスメント(LCA)をコアとする製
品、技術、組織の持続可能性評価手法開発等
に関する議論を深めることができ、本分野の発
展に資することができたと考えている。
本国際会議では、持続可能性評価手法開発等
に関して重要と考えられるトピックに関して8つの
特別セッションを設け、密な議論を通じて成果を
得ることができた。例えば、特別セッション
6Environmental Management Accountingにおい
ては、環境管理会計手法であるマテリアルフ
ローコスト会計(MFCA)と環境評価手法である
LCAの世界の最新動向についての知識を共有
し、これらを手法的かつ技術的にいかに統合し、
統合された情報によってどのようなシステムや
マネジメント手法を構築できるかについて、双方
の研究者が積極的に交流し、検討していくムー
ブメントを作ることができた。また、特別セッショ
ン7Sustainable Nutrient Managementにおいて
は、近年話題となっているリン資源管理に関す
る発表が行われ、世界最先端の分析内容の理
解と研究者間の情報交換の促進に主体的な貢
献を行った。

【実施地等】神奈川

【実施期間】2012/11/20～2012/11/23
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